
私
た
ち
が
敬
慕
す
る
横
田
健
一
先
生
に
は
、
去
る
二
月
六
日
未
明
、
心
不
全
で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
九
五
歳
。
こ
の
悲
報
に
接
し
て
受
講
生
一
同
深
い

悲
し
み
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
昭
和
一
五
年
三
月
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
を
ご
卒
業
後
、
大
学
院
に
入
学
す
る
と
と
も
に
副
手
を
嘱
託
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
四
月
、

海
軍
教
授
と
な
り
、
舞
鶴
の
海
軍
機
関
学
校
教
官
を
命
ぜ
ら
れ
、
昭
和
二
〇
年
八
月
の
終
戦
に
至
り
ま
し
た
。
戦
後
は
同
二
一
年
六
月
、
関
西
大
学
教
授
に
迎

え
ら
れ
、
そ
の
後
同
六
二
年
三
月
の
定
年
退
職
ま
で
、
実
に
四
〇
年
の
長
き
に
わ
た
り
ご
在
職
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
の
仏
教
大
学
に
迎
え
ら
れ
、

平
成
三
年
三
月
ま
で
教
授
と
し
て
在
任
さ
れ
ま
し
た
。
関
西
大
学
に
ご
在
職
中
の
昭
和
二
四
年
に
は
、
ひ
と
り
史
学
科
創
設
の
衝
に
当
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
と

し
て
、
同
二
九
年
に
は
大
学
院
修
士
課
程
を
、
同
四
九
年
に
は
同
博
士
課
程
を
開
設
さ
れ
る
な
ど
、
史
学
科
の
中
心
と
し
て
そ
の
充
実
と
発
展
に
尽
瘁
さ
れ
ま

し
た
。
本
学
史
学
・
地
理
学
部
門
の
今
日
の
隆
盛
は
、
ま
っ
た
く
先
生
の
お
力
に
よ
る
も
の
と

い
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
専
攻
の
日
本
古
代
史
で
は
、
名
著
の
ほ
ま
れ
の
高
い
『
白
鳳
天
平
の
世
界
』（
昭
和
四
八

年
、
創
元
社
）・『
日
本
古
代
神
話
と
氏
族
伝
承
』（
同
五
七
年
、
塙
書
房
）・『
日
本
書
紀
成
立

論
序
説
』（
同
五
九
年
、
同
上
）
の
三
部
作
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
論
著
が
あ
り
、
と
く
に

『
藤
氏
家
伝
』
を
め
ぐ
る
一
連
の
研
究
や
『
日
本
書
紀
』
の
成
立
に
関
す
る
原
典
研
究
で
は
、

前
人
未
踏
の
分
野
を
開
拓
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
四
六
年
以
来
、
三
品
彰
英
博
士
の
遺
嘱
を

う
け
て
日
本
書
紀
研
究
会
を
主
宰
し
、
年
報
形
式
の
重
厚
な
る
論
集
『
日
本
書
紀
研
究
』（
第

六
〜
二
七
冊
）
の
相
次
ぐ
編
修
刊
行
に
尽
力
さ
れ
、
古
代
史
学
界
に
お
い
て
長
ら
く
指
導
的
役

割
を
果
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
今
も
毎
月
一
回
、
京
都
市
内
で
例
会
を
開
催
し

横
田
健
一
先
生
を
偲
ん
で

薗

田

香

融
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て
い
ま
す
が
、
承
れ
ば
先
生
に
は
毎
月
欠
か
す
こ
と
な
く
出
席
さ
れ
、
先
月
二
六
日
の
例
会
に
も
奥
様
の
お
付
添
で
お
出
か
け
に
な
り
、
元
気
な
お
声
で
開
会

の
挨
拶
を
お
述
べ
に
な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
最
後
ま
で
同
会
代
表
の
重
責
を
果
さ
れ
た
こ
と
は
見
事
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

先
生
の
学
風
は
、
恩
師
西
田
直
二
郎
博
士
ゆ
ず
り
の
「
堅
実
な
る
文
化
史
」
と
い
っ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
生
ご
自
身
か
ら
聞
い
た
話
で
す

が
、
大
学
卒
業
後
の
副
手
時
代
に
、
先
生
は
新
村
出
博
士
の
委
嘱
を
う
け
、
京
都
の
護
王
神
社
奉
賛
会
の
事
業
と
し
て
和
気
清
麻
呂
公
の
伝
記
の
編
纂
に
従
事

さ
れ
、
そ
の
と
き
収
集
し
た
厖
大
な
史
料
を
用
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
、
先
生
の
出
世
作
「
上
代
地
方
豪
族
存
在
形
態
の
一
考
察
」（
昭
和
二
二
年
）
な
る

論
文
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
論
文
は
、
和
気
氏
も
所
属
す
る
山
陽
地
方
の
大
豪
族
吉
備
氏
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
力
作
で
、
戦
後
ま
も
な
く
『
史
林
』

に
掲
載
さ
れ
、
古
代
豪
族
の
個
別
研
究
の
草
分
け
と
し
て
学
界
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

か
た
き
や
く

和
気
清
麻
呂
と
い
え
ば
、
そ
の
敵
役
の
道
鏡
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
先
生
の
若
き
日
の
名
著
『
道
鏡
』（
昭
和
三
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）
も
、
ま
た
そ
の

副
産
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
論
著
に
お
い
て
先
生
は
、
二
人
の
人
物
像
を
時
代
の
背
景
と
と
も
に
、
見
事
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
ま

す
が
、
和
気
清
麻
呂
に
つ
い
て
は
、
純
忠
無
比
の
忠
臣
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
反
面
、
中
々
抜
け
目
の
な
い
経
済
官
僚
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
道
鏡
に
つ
い
て

は
、
醜
悪
な
政
僧
で
あ
り
な
が
ら
、
愛
す
べ
き
一
面
の
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
指
摘
す
る
な
ど
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
人
間
愛
を
た
だ
よ
わ
せ
、
そ
こ
に
先
生

の
伝
記
研
究
の
独
特
の
風
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
内
で
は
、
文
学
部
長
（
昭
和
三
九
〜
四
一
年
）、
関
西
大
学
理
事
（
同
四
七
〜
五
二
年
）
な
ど
の
要
職
に
つ
か
れ
、
大
学
の
運
営
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も

に
、
本
学
の
学
史
の
編
纂
に
も
心
血
を
そ
そ
が
れ
、『
七
十
年
史
』（
昭
和
三
一
年
）
の
執
筆
か
ら
『
百
年
史
』（
同
六
一
年
）
の
監
修
ま
で
、
終
始
熱
心
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
校
友
会
や
教
育
後
援
会
に
も
大
い
に
力
を
添
え
ら
れ
る
な
ど
、
本
学
に
対
す
る
ご
貢
献
は
到
底
こ
こ
に
述
べ
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。最

後
に
教
育
者
と
し
て
の
先
生
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
先
生
は
い
つ
も
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
、
自
分
は
若
い
人
た
ち
と
一
緒
に
古
い
本
を
読
み
、
史
跡
や
古

社
寺
を
訪
ね
る
の
が
一
番
楽
し
い
と
い
わ
れ
、
学
生
の
研
究
会
や
研
修
旅
行
に
は
実
に
こ
ま
め
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
ご
在
職
の
こ
ろ
の
古
代
史
研
究
会

で
は
毎
年
八
月
と
三
月
に
、
飛
鳥
稲
渕
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
二
泊
三
日
の
合
宿
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
生
は
こ
の
会
に
は
必
ず
出
席
さ
れ
、
朝
か
ら
晩

ま
で
、
み
っ
ち
り
と
『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
の
講
読
を
行
っ
た
あ
と
、
夜
の
一
〇
時
頃
か
ら
恒
例
の
懇
親
会
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
と
き
の
先
生

は
、
若
い
学
生
た
ち
と
膝
を
交
え
、
杯
を
重
ね
、
飲
む
ほ
ど
に
酔
う
ほ
ど
に
談
論
風
発
、
夜
の
更
け
る
の
を
忘
れ
て
、
心
か
ら
若
い
学
生
た
ち
と
の
つ
き
あ
い

を
楽
し
ん
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
お
見
受
け
し
ま
し
た
。

六
〇
歳
を
お
迎
え
に
な
っ
た
と
き
、
ご
自
作
の
即
興
歌
を
一
冊
の
歌
集
に
ま
と
め
、
私
た
ち
に
も
配
布
し
て
頂
き
ま
し
た
。『
古
都
行
雲
』
と
題
す
る
歌
集

の
巻
頭
に
は
、
次
の
二
首
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
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今
日
も
ま
た
い
に
し
え
あ
く
が
れ
奈
良
に
来
ぬ
塔
の
あ
な
た
に
白
雲
は
ゆ
く

む

そ
六
十
と
せ
を
石
橋
た
た
い
て
わ
た
り
き
ぬ
ア
ヴ
ァ
ン
チ
ュ
ー
ル
も
せ
ず
ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
せ
ず

第
一
首
目
は
先
生
の
一
生
そ
の
も
の
で
す
。
い
つ
も
若
い
人
た
ち
に
囲
ま
れ
、
古
代
史
の
世
界
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ま
れ
た
ご
生
涯
は
、
本
当
に
お
仕
合
せ

な
一
生
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第
二
首
目
も
、
い
か
に
も
真
面
目
一
徹
な
先
生
ら
し
い
一
首
で
す
が
、
不
肖
の
弟
子
た
ち
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
や
ら
な
い
も

の
の
、
ア
ヴ
ァ
ン
チ
ュ
ー
ル
は
も
と
よ
り
望
む
と
こ
ろ
と
、
調
子
に
の
っ
て
失
敗
し
た
り
、
行
詰
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
屡
々
で
す
。
そ
ん
な
と
き
先
生
は
、
い

つ
も
一
歩
先
を
力
強
く
歩
み
な
が
ら
、
適
切
な
指
南
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ど
う
か
先
生
、
私
た
ち
野
心
に
富
む
後
輩
た
ち
の
た
め
に
、
い
つ
ま
で
も
導
き
の
み
手
を
垂
れ
た
ま
わ
ら
ん
こ
と
を
切
に
お
願
い
し
て
、
お
別
れ
の
言
葉
に

か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
二
四
年
二
月
九
日

（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）
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